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Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

Ａ．鉄道事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

１）東日本旅客鉃道(株) 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づき、サインを改善する。

●

池袋駅案内サイン整備計画に基づ
き、R1年度～R2年度に、天吊り・壁・
柱の各種サインを改修する。（天吊り
サイン60箇所、壁サイン6箇所、柱サ
イン4箇所）

完了 完了

令和2年10月：区完了検査
令和2年11月：都完了検査
天吊りサイン58箇所、壁サイン8箇所、
柱サイン4箇所を改修・設置済み。

②
サイン等の
案内誘導

改修時に合わせ、移動等円滑化の考
え方に基づき、音声案内方法を検討す
る。
中央通路に面する改札口では、他事
業者と混同しない案内方法等を検討す
る。

●
施設改修時等に合わせて音声案内
方法を検討する。

未着手 未着手
他事業者と連携して改修が必要。
どのような方法が適切なのか検討が必要。

③
聴覚障害者等
対応

聴覚障害者の緊急時のコミュニケー
ションのため、人的対応の充実に努め
る。

●
サービス介助士資格取得の推進を
継続する。

継続実施 継続実施

2027年度目標値80％に向けて継続実施。
(参考：JR東日本グループレポート
2023(https://www.jreast.co.jp/eco/pdf/pdf_
2023/p004-037.pdf))
2024年7月1日時点、85.1％
※池袋駅他2駅(巣鴨、板橋)を含む

④ 垂直移動設備

東口での初終電対応エレベーター新設
時の施工に対して協力する。
エレベーター新設時には、関係者との
連携により、池袋ターミナル案内サイン
ガイドラインに基づき、案内誘導の充
実を図る。

● 特定事業のとおり。 その他 その他

⑤ 券売機
各切符売場において、改修時等に合
わせ蹴込みを設置する。

●
券売機改修時等にあわせて、蹴込
みを設置する。

未着手 未着手 改修予定時期は現在のところ未定。

⑥ ホーム
ホームドアを設置する。
※山手線は設置済み

●
整備条件が整った線区から整備を実
施する。

実施中 実施中 令和13年度末頃までの整備。

⑦
人的対応・心の
バリアフリー

声かけ・サポート運動を実施する。 ● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施 次年度以降も継続して実施する。

⑧
人的対応・心の
バリアフリー

バリアフリー対応マニュアルを配布・活
用して社員教育を実施する。

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施 次年度以降も継続して実施する。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法 バリアフリーに関する整備計画が整った際には、国および区の補助制度を活用する

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ
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対象施設 池袋駅（JR） 東日本旅客鉃道(株)

壁サイン 天吊りサイン

①

1

https://www.jreast.co.jp/eco/pdf/pdf_


Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

Ａ．鉄道事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

２）西武鉄道(株) 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づきサインを改善する。

●

池袋駅案内サイン整備計画に基づ
き、ターミナル内共有のサインをR１
年度に整備する。（天吊りサイン21箇
所、壁サイン11箇所）

完了 完了

②
聴覚障害者等
対応

聴覚障害者の緊急時のコミュニケー
ション方法を確保する。
（券売機、トイレ）

●

券売機は呼び出しボタンによる呼び
出しを受けた際は小扉を開けて初期
対応。
トイレはＳＯＳボタンによる呼び出しを
受けた際は対象個所に伺い人的対
応。

継続実施 継続実施
事業の具体的な内容に記載の通り、対応を
実施。

③
聴覚障害者等
対応

改札口に簡易筆談器を設置する。 ●
改札口に簡易筆談器と筆談機アプリ
を設置し係員が対応。

継続実施 継続実施
事業の具体的な内容に記載の通り、対応を
実施。（筆談機アプリは個人貸与のデジタル
デバイスアプリを使用）

④ 垂直移動設備

各ホームへのエレベーターの設置、も
しくは、関係者との連携により東口への
初終電対応エレベーターの新設を検討
する。
エレベータ新設時には、関係者との連
携により、池袋駅ターミナル案内サイン
ガイドラインに基づき、案内誘導の充
実を図る。

● 特定事業のとおり。 その他 その他

平成28年3月（平成28年度）の調査結果に
て、整備課題が多くエレベーター設置は難し
いという状況にある。
（豊島区共有済み）

⑤
人的対応・心の
バリアフリー

駅係員の案内やサポート、声掛けなど
の人的対応を充実する。

●
駅係員のユニバーサルマナー検定
（鉄道）資格の取得を実施。

継続実施 継続実施
令和5年10月現在、ユニバーサルマナー検
定（鉄道）資格を約1,700名が取得
※池袋駅以外も含む

⑥
人的対応・心の
バリアフリー

多様な利用者への接遇対応を充実す
るための社員研修を実施する。

●

スキル維持のため定期教育及び新
入社員教育として介助方法の実技教
育、実車を利用した教育を毎年1回
実施。

継続実施 継続実施
新入社員に対する教育を実施。
ユニバーサルマナー検定（鉄道）定期教育に
ついては、R6年4月・5月実施。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ
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対象施設 池袋駅（西武） 西武鉄道（株）

2



Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

Ａ．鉄道事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

３）東武鉄道(株) 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

改修時等に合わせ、移動等円滑化の
考え方及び公共交通機関の旅客施設
に関する移動等円滑化整備ガイドライ
ンに基づき、改修を検討する。

●
最新ＪＩＳ規格の誘導用ブロックにつ
いては、順次更新を行う。

実施中 実施中

5番線ホーム以外、完工（令和3年12月15日）
5番線については、「バリアフリー法に基づく
基本方針における次期目標について（最終と
りまとめ）」に基づき2025年度（R7）までにJIS
規格化を実施する

②
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づき、サインを改善する。

●

池袋駅案内サイン整備計画に基づ
き、サインを改修した。
（天吊りサイン３１箇所、壁・柱サイン
６箇所、駅名標３箇所）

完了 完了
ラッチ外：平成31年3月に完工済
ラッチ内：令和2年3月末に完工

③
サイン等の
案内誘導

改修時等に合わせ、移動等円滑化の
考え方及び公共交通機関の旅客施設
に関する移動等円滑化整備ガイドライ
ンに基づき、音声案内方法を検討す
る。
中央通路に面する改札口では、他事
業者と混同しない案内方法等を検討す
る。

●
他業者と混同をしないための案内方
法（音・内容等）について、他社との
調整を進める。

完了 完了

誘導鈴スピーカーを構内触知図・改札
（ウォークインカウンター）・トイレ・エスカレー
ター（西口）および各階段に設置している。
西口エスカレーター： 平成26年年4月設置済

④
聴覚障害者等
対応

改修時等に合わせ、緊急時にインター
ホンで対応する設備等の聴覚障害者
対応を検討する。

●
緊急時における聴覚障害者対応を
行う為の文字表示設備等を検討す
る。

実施中 実施中

緊急時における聴覚障害者対応について
は、インターホンより多くのお客様に案内が
できるよう運行情報へリンクした二次元バー
コードを改札口付近に掲出することした。

⑤ トイレ

多機能トイレに自動扉や大型ベッドの
設置、男女それぞれの一般トイレにベ
ビーチェアを設けるなど、移動等円滑
化の考え方等を踏まえた改修を行う。
（南口）

●
東武池袋駅南口改札内のトイレリ
ニューアル工事を行い令和元年7月8
日より使用開始した。

完了 完了

⑥ ホーム
ホームドアを設置する。
※1～3番ホームは設置済み

● 特定事業のとおり。 完了 完了
4番線ホームドアは令和元年12月に使用開
始。

⑦
人的対応・心の
バリアフリー

ポスター掲示等により、利用者への心
のバリアフリーの普及啓発を行う。

●
ポスター掲示等により、利用者への
心のバリアフリーの普及啓発を行う。

継続実施 継続実施
2024年度「声かけ・サポート」運動強化キャン
ペーンの実施と合わせて、ポスターを掲示。
（2024年9月2日（月）～10月31日（木）まで）

⑧
人的対応・心の
バリアフリー

多様な利用者への接遇対応を充実す
るための社員研修を実施する。

●
多様な利用者への接遇対応を充実
するための社員研修を実施する。

継続実施 継続実施
視覚障害者への理解を深め、より円滑な介
助を行うことと「声かけ・サポート」の重要性
について再周知を図る。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ
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対象施設 池袋駅（東武） 東武鉄道（株）

3



その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

⑥ホームドアの設置状況④聴覚障害者等対応

4



Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

Ａ．鉄道事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

４）東京地下鉄（株） 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

改修時等に合わせ、移動等円滑化の
考え方に基づき、有人改札への誘導を
検討する。

●
施設改修時等に合わせて、誘導
ルートを検討する。

未着手 未着手 整備時期検討中。

②
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づき、サインを改善する。

●

池袋駅案内サイン整備計画に基づき
サインをR１年度に整備する。
（天吊りサイン53箇所、壁サイン130
箇所、自立サイン１箇所）

完了 完了

③
サイン等の
案内誘導

周辺の地下通路出入口（上屋等）を利
用し、エレベーターの位置案内を充実
させる。
出入口(上屋)を活用し、メトロ以外の路
線案内の設置を検討する。
（腰壁等）
（タカセ前エレベーター地上部分）

●

周辺の地下通路出入口（上屋等）を
利用し、エレベーターの位置案内を
充実させる。（タカセ前エレベーター）
出入口(上屋)を活用し、メトロ以外の
路線案内の設置を検討する。（腰壁
等）

完了 完了

④
サイン等の
案内誘導

改修時に合わせ、移動等円滑化の考
え方に基づき、音声案内方法を検討す
る。（改札口、改札内外トイレ・エレベー
ター）
中央通路に面する改札口では、他事
業者と混同しない案内方法等を検討す
る。

● 特定事業のとおり。 実施中 実施中

トイレについては、平成22年3月に全線音声
案内装置整備済み。
エスカレーターの音響案内装置は更新時（時
期未定）に設置予定（一部設置済み。最新設
置年月日：平成23年8月）
改札、出入口の設置は予定していない。（駅
改装時に設置検討）。

⑤
サイン等の
案内誘導

東口での初終電対応エレベーター新設
時には、関係者との連携により、池袋
ターミナル案内サインガイドラインに基
づき、案内誘導の充実を図る。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手 整備時期検討中。

⑥
聴覚障害者等
対応

聴覚障害者の緊急時のコミュニケー
ションのため、人的対応の充実に努め
る。

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施
聴覚障害者の緊急時のコミュニケーションの
ため、引き続き人的対応の充実に努める。

⑦ トイレ
駅改良時等に合わせ、トイレ内通路に
手すりを設置する。（丸ノ内線地下通
路）

●
施設改修時に合わせて、手すりを設
置する。

未着手 未着手 整備時期検討中。

⑧ 券売機
改修時等に合わせ、蹴込みを設置す
る。

●
施設改修時等に合わせて、蹴込みを
設置する。

未着手 未着手
丸ノ内線令和元年度実施完了。
残り有楽町線（東口）は整備時期検討中

⑨
人的対応・心の
バリアフリー

注意喚起等により、視覚障害者の通行
の妨げにならないよう、施設利用者に
対して配慮を継続的に呼びかける。

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施
施設職員の案内やサポート、声掛けなどの
人的対応を充実するとともに駅構内放送で
配慮を呼び掛けている。

⑩
人的対応・心の
バリアフリー

多様なお客様への接遇対応を充実す
るための社員研修を実施する。

●
社員研修の充実
（全駅社員対象、年１回）

継続実施 継続実施
多様な利用者へのご案内を充実するための
社員研修を実施する。

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

48

対象施設 池袋駅（東京メトロ） 東京地下鉄（株）
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑪
人的対応・心の
バリアフリー

サービス介助士資格の全駅社員取得
を推進する。

●
サービス介助士資格取得の推進
（全駅社員対象）

継続実施 継続実施

サービス介助士資格の全駅社員取得を推進
する。
サービス介助士取得者約145名　取得率
96％（令和6年7月1日時点）

⑫
人的対応・心の
バリアフリー

ポスター掲出等により、ヘルプマークの
周知を行う。

● ヘルプマークの周知 継続実施 継続実施
ポスターの掲示等により、利用者への心の
バリアフリーの普及啓発を行っていく。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

⑫ヘルプマークを周知するポスタープマー

6



Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

Ａ．鉄道事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

５）東京地下鉄（株） 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

「当駅」の位置がわかりやすい路線図
の作成を検討する。
（券売機周辺）

● 特定事業のとおり。 完了 完了
平成31年1月に、当駅を示した全線路線図を
券売機近辺に整備した。

②
サイン等の
案内誘導

緊急時に、音声や視覚情報による適切
な情報提供を行う。

●
緊急時における、視覚情報の適切な
提供方法を検討する。
※緊急時の音声案内は対応済み。

継続実施 継続実施

各改札前に設置されている行先表示器や事
故発生時に係員が掲出する急告板及び指令
所による全駅一斉放送等により、引き続き緊
急時の適切な情報提供を実施している。

③
サイン等の
案内誘導

移動等円滑化の考え方に基づき、適切
な音声・音響案内方法を検討する。

● 特定事業のとおり。 実施中 実施中

トイレの音声案内装置は平成24年6月17日
に整備済み。
エスカレーターの音響案内装置は更新時（時
期未定）に設置予定。
改札、出入口への設置予定はなし。

④
サイン等の
案内誘導

ホームドアの両側での点字案内の設
置を実施する。

●
ホームドアの両側での点字案内の設
置をR1～R2年度に実施する。

完了 完了 令和2年3月に整備済み。

⑤
聴覚障害者等
対応

当事者の意見を踏まえ、聴覚障害者と
のより良いコミュニケーション方法を研
究する。

●
当事者の意見を踏まえ、より良いコ
ミュニケーション方法を研究する。

継続実施 継続実施

音声表示が見えるアプリとして、令和6年1月
より、「みえるアナウンス」を国内で初めて導
入した。
「みえるアナウンス」は、アナウンスの内容を
お客様のスマートフォンに文字表示すること
が可能。

⑥ 垂直移動設備

都電との乗り換えのための、垂直移動
の利便性向上を図る。（関係者との連
携による地上⇔改札階のエレベーター
増設）

●
４番出入口付近にて地上行エレベー
ターを整備する。

完了 完了

バリアフリー設備（ホームから地上までのエ
レベーター２ルート整備済み）
４番出入口のエレベーターは、再開発ビル接
続により、令和4年4月供用開始済。

子ども連れの利用者に対応する一
般トイレの充実を図る。

未着手 未着手 未定。

健常者による多機能トイレの利用に
ついて、配慮を呼びかける。

継続実施 継続実施

バリアフリートイレ付近に「バリアフリートイレ
の適正利用に関するマナー啓発ポスター」
（国土交通省作成）を掲示している。
※国土交通省のガイドライン見直しにつき、
2021年度より、多機能トイレからバリアフリー
トイレと名称変更。

⑧ 券売機
改修時に合わせ、視覚障害者が利用
しやすい券売機の設置を検討する。

●
改修時にあわせ、蹴込みを設置。
※池袋方改札：平成26年度実施済
み

完了 完了 雑司ヶ谷口令和元年度実施済み。

⑨
人的対応・心の
バリアフリー

多様なお客様への接遇対応を充実す
るための社員研修を実施する。

●
社員研修の充実
（全駅社員対象、年１回）

継続実施 継続実施
多様な利用者へのご案内を充実するための
社員研修を実施する。

●
配慮
呼び
かけ

⑦ トイレ

子ども連れの利用者に対応する一般ト
イレの充実を図るとともに、健常者によ
る多機能トイレの利用については、配
慮を呼びかける。

●
機能
充実

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

49

対象施設 東池袋駅（東京メトロ） 東京地下鉄（株）
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑩
人的対応・心の
バリアフリー

サービス介助士資格の全駅社員取得
を推進する。

●
サービス介助士資格取得の推進
（全駅社員対象）

継続実施 継続実施

サービス介助士資格の全駅社員取得を推進
する。
サービス介助士取得者約45名　取得率97％
（令和6年7月1日時点）

⑪
人的対応・心の
バリアフリー

ポスター掲出等により、ヘルプマークの
周知を行う。

● ヘルプマークの周知 継続実施 継続実施
ポスターの掲示等により、利用者への心の
バリアフリーの普及啓発を行っていく。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

当駅を示した全線路線図 全線路線図を券売機近辺（全２箇所）へ整備

ホームドアの両側での点字案内整備 多機能トイレの利用マナー啓発ポスター

➀

④

➀

④ ⑦ ヘルプマークを周知するポスター⑪

8



Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

B．軌道事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

１）東京都交通局 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
停留場
（ホーム）

補助81号線の整備に合わせて新設す
る停留場ホームへの、固定式ホーム柵
の設置を検討する。

●
東池袋四丁目停留場及び都電雑
司ヶ谷停留場のホームに固定式
ホーム柵を設置する。

未着手 未着手
補助81号線の街路整備事業に合わせて実
施予定。

②
停留場
（スロープ）

補助81号線の整備に合わせて新設す
る停留場のスロープを適切な勾配で設
置する。

●
東池袋四丁目停留場及び都電雑
司ヶ谷停留場のスロープを適切な勾
配で設置する。

未着手 未着手
補助81号線の街路整備事業に合わせて実
施予定。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

　
　　①固定式ホーム柵の設置イメージ

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

49

対象施設 東京さくらトラム（都電荒川線）東池袋四丁目停留場、都電雑司ヶ谷停留場 東京都交通局
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Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

C．バス事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

１）東京都交通局 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 停留所等
豊島区本庁舎へのアクセス向上を図る
ため、環状５の１号線整備の状況に合
わせて、関係機関と調整を行う。

●
豊島区本庁舎へのアクセス手段の
状況の変化などを引き続き見極めて
行く。

未着手 未着手
草63-2系統（とげぬき地蔵前～池袋東口～
東池袋一丁目（豊島区役所前））を既に運行
している。

②
人的対応・心の
バリアフリー

運転手の接遇向上、機器操作の習熟
について、研修等を通じて、今後とも継
続的に取り組んでいく。

●

車いす固定訓練キットや高齢者疑似
体験セット等を活用したバリアフリー
研修を実施し、乗務員の接遇の向
上、機器操作の習熟を図っている。

継続実施 継続実施

令和６年度は、車いす固定訓練キットや高齢
者疑似体験セット等を活用したバリアフリー
研修を実施し、乗務員の接遇の向上、機器
操作の習熟を図っている。

③
人的対応・心の
バリアフリー

ヘルプマークの配布、ポスター、ステッ
カーの掲示等により心のバリアフリー
の普及啓発を行っていく。

●

東京都福祉保健局の取組に協力し、
平成25年7月から営業所でのヘルプ
マークの配布及びバス車内や営業
所におけるポスター掲示等の普及啓
発を行っている。

継続実施 継続実施

車内の優先座席付近におけるステッカーの
掲示や車内・営業所におけるポスターの掲
示を通じて、ヘルプマークの普及啓発を行っ
ている。また、営業所においてヘルプマーク
の配布を行っている。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

50

対象施設 バス 東京都交通局
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Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

C．バス事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

２）東京バス協会 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 車両
ノンステップバスやワンステップバス
等、誰にも乗り降りしやすいバス車両
の導入を促進する。

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施
都内大手乗合バス事業者
ノンステップバス導入率　94.2％
（令和4年度末時点）

② ソフト対応
障害者団体との情報交換会等を通し
て、高齢者・障害者輸送の充実を図
る。

●

・障害者団体との意見交換の実施
・エコモ財団主催「交通バリアフリー
研修」への参加促進
・各事業者による車イス固定等の研
修実施

継続実施 継続実施

・ 障害者団体との意見交換会は、コロナ禍
により、前年度は開催を見送ったが、 今年
度についても未開催。
・ バリアフリー研修について、第１回（7月）は
既に実施済み。（会員事業者10社参加→昨
年6社）今年度は残り２回開催予定。第２回：
９月開催（参加事業者４社） 第３回：12月開
催予定

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

50

対象施設 バス 東京バス協会
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Ⅰ．公共交通特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

D．タクシー事業者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

１）（公財）東京タクシーセンター 中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
人的対応・心の
バリアフリー

バリアフリー対応ユニバーサルドライ
バー研修を実施し、タクシー運転者の
バリアフリー対応の充実を図る。

●

日本盲導犬協会講師を招聘しての
講義及び模擬接客（年度内5回予
定）。車椅子の取り扱いの接客対応
及び、屋内実習場でジャパンタク
シー（ＵＤ車両）を使用してスロープ
の組み立てや車椅子対応。座学。

継続実施 継続実施

新規講習生は、新規3日間講習のうち2日目
の午後及び、3日目の午後にバリアフリー対
応研修を受講。
また、新規講習生以外にも現任運転者を対
象として、自主UD研修として概ね月3回実施
している。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

50

対象施設 タクシー （公財）東京タクシーセンター

日本盲導犬協会の講師による研修 電動車椅子での研修車椅子の扱い方及び車椅子ユーザーへの接客
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Ⅱ．道路特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１）東京都 第四建設事務所 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
歩車道境界の
段差の構造

路面補修工事や既設歩車道境界ブ
ロックの更新工事を実施する際には、
関係者（区、利用者）と調整し、できる
限り地区内で共通の構造等とする。
（東急ハンズ前交差点の交通島部分
他）

●
ハンズ前

●
区で採用する規格を踏まえ、共通化
を図る。

継続実施 継続実施 破損個所等、随時改修中。

② 路上障害物
関係者との連携により、放置自転車を
取り締まる。

●

道路巡回パトロールの実施や放置
自転車クリーンキャンペーン等への
参画により、関係機関と合同で路上
障害物を撤去する。

継続実施 継続実施 道路巡回パトロール等を随時実施している。

③ 交差点

駅前広場前の交差点改良について、
環状５の１号線地下道路の整備後、将
来の交通量等を踏まえ検証し、区と連
携の上検討する。

●
環５の１の地下道路整備など周辺道
路の整備状況に合わせ、区と連携の
上、対応を検討する。

未着手 未着手 実施時期未定。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

51

対象施設 都道 東京都 第四建設事務所
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Ⅱ．道路特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

２）豊島区　区道管理者 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

生活関連経路においては、道路改修
時等に合わせ、誘導ブロックを計画的
に敷設する。
（※平成26年拡大エリア）

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施
令和5年度は、みたけ通り等に誘導ブロック
を設置。

②
視覚障害者
誘導用ブロック

関係者と調整し、道路から歩道状空地
や街区内通路、施設出入口等へのブ
ロックの連続性を確保する。
（補助176号線）

●

補助176号線の歩道整備時に池袋保
健所仮庁舎、（仮称）造幣局地区防
災公園への接続を行う。
（R4～R6年度実施）

未着手 未着手

補助81号線との接続は同線の整備進捗に合
わせて接続を行う。
全体事業スケジュールの遅延により実施期
間を令和10年度以降に変更する。

③
視覚障害者
誘導用ブロック

利用者の視点に立ち、適切な敷設方
法を検討する。

●
必要に応じて、利用者と現地確認を
して設置方法を検討する。

継続実施 継続実施

④
視覚障害者
誘導用ブロック

生活関連経路の誘導ブロックを継続的
に維持管理する。

●
損傷が確認された場合は速やかに
補修を行う。

継続実施 継続実施

⑤
サイン等の
案内誘導

現在地や主要目的地の位置情報をわ
かりやすく提供する。

●

豊島区案内サインガイドラインに基
づき、R2年度を目途に案内地図サイ
ン、誘導サインの更新、新設を実施
する。

完了 完了

文化観光課により実施。
案内地図サイン（新規）：5基
（令和元年度：椎名町南口、池袋西口駅前広
場、池袋西口公園北、令和2年度：イケ・サン
パーク2基）
案内地図サイン（更新）：33基
（盤面更新17基、簡易修繕16基）
著名地点案内修繕（114B）：17基（池袋東口）
誘導サイン（矢羽型誘導）（新規）：5基
誘導サイン（板型誘導※保健所前）（新規）：1
基

⑥ 道路整備
Hareza池袋周辺道路の歩道を確保し、
移動等円滑化の考え方に基づき整備
を行う。

●
歩車道の一体的な整備に併せ誘導
ブロック、歩車道段差の解消を行う。
（R1～R2年度実施）

完了 完了 令和元年度に整備完了。

⑦ 道路整備

造幣局跡地周辺の歩道を確保し、移動
等円滑化の考え方に基づき整備を行
う。
（特別区道41-340、補助176号線）

● ●
歩道状空地と一体的な歩道を整備
する。（R1～R4年度実施）

実施中 実施中

特別区道41-340では、道路だけで十分な幅
員の歩道を整備することができない。
全体事業スケジュールの遅延により、完了時
期を令和9年までに変更する。

⑧ 道路整備
無電柱化により歩行者の通行の安全
を確保する。（特別区道41-340、補助
176号線）

●
歩道整備に合わせて電線共同溝を
整備し、無電柱化を図る。
（R1～R4年度実施）

実施中 実施中

占用企業者の先行工事（支障移設）を施工
中。
全体事業スケジュールの遅延により、完了時
期を令和9年までに変更する。

⑨ 道路整備
池袋西口公園前の歩道やバス停付近
（生活関連経路）は、ピンコロ舗装を改
め、通行しやすい舗装に改善する。

●
一部

●
R1年度に、池袋西口公園の整備に
併せ、ピンコロ舗装からインターロッ
キングへの改修整備を実施する。

実施中 実施中 令和元年度に一部整備完了。

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

51,52

対象施設 区道 豊島区　区道管理者
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑩ 道路整備
環状５の１号線の開通に合わせ、歩道
拡幅を含めた大規模な改修を検討す
る。（区役所本庁舎西側道路）

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手 周辺の交通環境の変化に併せ検討を行う。

⑪ 道路整備
歩行者空間の拡大に努める。
（東通り）

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手 周辺の交通環境の変化に併せ検討を行う。

⑫ 道路整備
池袋副都心交通戦略に鑑み、自転車
利用経路や自転車通行帯等の設置を
検討する。（グリーン大通り）

●
豊島区自転車走行空間環境計画に
則り、整備を進める。

未着手 未着手

⑬ 歩車道段差
地区内で共通の構造となるよう努め
る。

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施
推進協議会等の意見等を踏まえ検討を進め
る。

⑭ 歩車道段差

適切な段差構造となるよう努める。そ
の際には、関係者と調整の上、地区内
で共通の構造となるよう対応する。
（東池袋中央公園前交差点周辺）

● 特定事業のとおり。 完了 完了 令和元年度に整備完了。

⑮ 路上障害物

交通管理者と連携し、安全対策を検討
する。
（信号柱と横断歩道の位置の調整）
（東急ハンズ前交差点）

●

交通管理者と連携し、安全対策を検
討する。（信号柱と横断歩道の位置
の調整）
（東急ハンズ前交差点）

未着手 未着手

⑯ 路上障害物
関係者との連携により、路上の障害物
(放置自転車、立て看板等)を取締ま
る。（土木管理課）

●

区・警察・地元環境浄化推進委員会
と定期的にパトロールを実施し注意・
警告しながら遵法意識を高めるとと
もに、違反店舗に警察と合同で個別
指導・勧告を行い路上看板等の改善
を図る。

継続実施 継続実施
地元町会、商店会等の美化パトロールに参
加するとともに、路上障害物の多い地区の指
導を所轄警察署と合同で実施している。

⑰ 路上障害物
関係者との連携により、路上の放置自
転車の撤去・移動を実施する。（土木
管理課）

●

区内駅周辺等での巡回指導を行い、
自転車の適正駐輪・放置防止に努め
るとともに、放置禁止区域の放置自
転車等の撤去・移動を実施する。

継続実施 継続実施
町会・商店会・民間企業等と協働で放置自転
車対策クリーンキャンペーンを実施してい
る。

⑱
人的対応・心の
バリアフリー
（マナー啓発）

関係者との連携により、自転車利用者
に歩行者への配慮を呼びかける（車道
寄りの走行等）。
（グリーン大通り）

●

警察・町会・商店会等と合同キャン
ペーンを実施。池袋駅ほか区内主要
駅前で年１１回程度、自転車安全利
用五則リーフレットや反射シール等
の交通安全啓発品を配布して自転
車ルール・マナーの啓発を行う。

継続実施 継続実施

⑲
人的対応・心の
バリアフリー
（マナー啓発）

小中学校での交通安全教室、高齢者
等を対象とした講習会、自転車安全利
用キャンペーンなど、マナー啓発に努
める。（土木管理課）

●

区立小中学校に交通安全教室用に
交通安全テキストを配布。中学校で
は年２～３校交通事故再現スタントを
活用した授業を実施。区内の全区民
ひろばで警察の協力を得て高齢者
及び子育て世代対象の交通安全研
修会を実施。区内主要駅前で自転車
安全利用キャンペーンを実施。年３
回未就学児の保護者を対象とした親
子自転車安全利用教室を実施。

継続実施 継続実施
交通安全事故発生地点マップの配布につい
て、令和3年度よりこれまでの区施設に加
え、区内認可保育施設等、幼稚園、小学校、
中学校、高校等に拡大し配布している。
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑳ その他

整備の進捗に応じて、協議会（住民部
会含む）等との意見交換や現地確認等
を行い、可能な限りその後の整備に反
映させていく。
（特別区道41-340、補助176号線）

● ●
整備計画を報告し、意見聴取しなが
ら整備を進めていく。

実施中 実施中
上記⑦⑧整備のスケジュール変更により完
了時期を令和9年までに変更する。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

⑥ Hareza池袋周辺道路 ⑨ 池袋西口公園前の歩道

⑭ 東池袋中央公園前交差点

⑤ 案内地図サイン① みたけ通りの誘導ブロック 案内地図サイン（既存改修型） 誘導サイン（矢羽型誘導）
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Ⅱ．道路特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

３）豊島区　環境保全課 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
路上喫煙者
対策

路上喫煙の防止及び環境美化を図る
ため、路上喫煙・ポイ捨て防止キャン
ペーンを実施する。

●

池袋駅東口及び西口付近において、
年2回（9月・2月）、通行者への呼び
かけやポケットティッシュ配布などに
より喫煙マナー向上を周知する。

継続実施 継続実施

池袋駅東口・西口付近においては、9月に実
施。ティッシュ配布や呼びかけをやめ、1週間
程度『ごみゼロウィーク』と題し、地域の方、
企業・団体、ボランティア等と清掃活動を行
う。引き続き様々な手法で周知・啓発を行っ
ていく。

②
路上喫煙者
対策

巡回パトロール員により路上喫煙者へ
の注意と指導を実施し、喫煙者マナー
の啓発に努める。

●

1班2名以上のパトロール員が、年末
年始を除く毎日、池袋駅東口及び西
口周辺区域を巡回し、路上喫煙者に
対する注意・指導を行う。

継続実施 継続実施

池袋駅周辺においては、月・水・金は7時～
21時、火・木は8～17時、休日は10時～21時
の間で2名体制でパトロールを実施。
引き続き、より効率的なパトロール方法につ
いて検討していく。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

52

対象施設 道路 豊島区　環境保全課

① 実施状況 ② パトロール実施状況
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Ⅲ．交通安全特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１）池袋警察署 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 交差点
生活関連経路において、バリアフリー
対応信号機の設置を推進する。

● 特定事業のとおり。 その他 その他
日常業務を通じて必要箇所や要望箇所への
整備を推進中。なお、中池袋中央公園前交
差点に令和６年７月中に設置予定。

② 交差点
生活関連経路には、エスコートゾーン
を設置する。

● 特定事業のとおり。 その他 その他

日常業務を通じて必要箇所や要望箇所への
整備を推進中。なお、令和７年度末にサン
シャイン６０通り交差点北側（豊島区東池袋
1-29から豊島区東池袋3-4）に設置予定。
（令和６年７月に第四建設事務所が歩道点
字ブロックを修正）

③ 交差点

横断歩道の距離を考慮し、誰もが安心
して横断できるよう、適切な信号サイク
ルを検討する。
（明治通り・グリーン大通り・東池袋交
差点）

● ● ● 特定事業のとおり。 その他 その他
日常業務を通じて必要箇所や要望箇所への
整備を推進中。

④ 交差点

音響用ボタンの位置がわかるよう音声
案内装置（小型発信機と連携したシス
テム含む）の導入を検討する。（グリー
ン大通り）
音響用押しボタンの設置位置について
は、道路管理者と十分に連携を図る。

● ● ● 特定事業のとおり。 その他 その他

日常業務を通じて必要箇所や要望箇所への
整備を推進中。なお、中池袋中央公園前交
差点に設置予定前に令和５年４月に合同実
査し整備を実施。

⑤ 交差点
利用者の妨げにならないよう、道路管
理者（区）と調整の上、信号柱または柵
を適切な位置に移設する。

● ● ● 特定事業のとおり。 その他 その他
日常業務を通じて必要箇所や要望箇所への
整備を推進中。

⑥ 路上障害物

関係者との連携により、路上の障害物
(放置自転車、立て看板等)の取締りに
努める。
（区と連携した合同パトロール、地元住
民を交えた環境浄化パトロール等の実
施）

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施
各種キャンペーンや地元町会との合同パト
ロールにより継続実施中。

⑦ 自転車利用
関係者との連携により、自転車利用者
に歩行者への配慮を呼びかける（車道
寄りの走行等）。

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施
各種キャンペーンや交通安全教室等により
継続実施中。

⑧ 自転車利用
児童・生徒及び地域住民を対象とした
自転車マナー講習を実施し、啓発を行
う。

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施
各種キャンペーンや交通安全教室等により
継続実施中。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

53

対象施設 信号機等 池袋警察署

実施に向けて検討

継続検討・随時実施

継続検討・随時実施
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Ⅲ．交通安全特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

２）目白警察署 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 交差点
生活関連経路において、バリアフリー
対応信号機の設置を推進する。

● 環５の１の整備を除き設置済み。 完了 完了 案件等が出た際、随時検討する。

② 交差点
生活関連経路には、エスコートゾーン
を設置する。

● 環５の１の整備を除き設置済み。 完了 完了 案件等が出た際、随時検討する。

③ 交差点

横断歩道の距離を考慮し、誰もが安心
して横断できるよう、適切な信号サイク
ルを検討する。
（明治通り・グリーン大通り・東池袋交
差点）

● ● ●
現在信号サイクルは適正なものに
なっている。

完了 完了 案件等が出た際、随時検討する。

④ 交差点

音響用ボタンの位置がわかるよう音声
案内装置（小型発信機と連携したシス
テム含む）の導入を検討する。（グリー
ン大通り）
音響用押しボタンの設置位置について
は、道路管理者と十分に連携を図る。

● ● ●
必要性のある交差点に、音響用押し
ボタンを設置済み。

完了 完了 案件等が出た際、随時検討する。

⑤ 交差点
利用者の妨げにならないよう、道路管
理者（区）と調整の上、信号柱または柵
を適切な位置に移設する。

● ● ●
現在、信号柱や柵は適正な位置に
設置されている。

完了 完了
案件等が出た際、道路管理者と連携を図り、
随時検討する。

⑥ 路上障害物

関係者との連携により、路上の障害物
(放置自転車、立て看板等)の取締りに
努める。
（区と連携した合同パトロール、地元住
民を交えた環境浄化パトロール等の実
施）

●
道路管理者と連携し、適宜合同パト
ロールを実施。

継続実施 継続実施 今後も継続実施。

⑦ 自転車利用
関係者との連携により、自転車利用者
に歩行者への配慮を呼びかける（車道
寄りの走行等）。

●
定期的に高齢者向け交通安全キャ
ンペーンの実施。

継続実施 継続実施
具体的な事業内容を「定期的に自転車利用
者を対象とした交通安全指導（キャンペー
ン）」として実施。今後も継続。

⑧ 自転車利用
児童・生徒及び地域住民を対象とした
自転車マナー講習を実施し、啓発を行
う。

●
定期的に高齢者向け交通安全キャ
ンペーンの実施。

継続実施 継続実施
具体的な事業内容を「定期的に児童・生徒及
び地域住民を対象とした交通安全指導（キャ
ンペーン）」として実施。今後も継続。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

53

対象施設 信号機等 目白警察署

実施に向けて検討

継続検討・随時実施

継続検討・随時実施
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Ⅲ．交通安全特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

３）巣鴨警察署 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 交差点
生活関連経路において、バリアフリー
対応信号機の設置を推進する。

●
巣鴨警察署管内の信号機は、すべ
てバリアフリー対応型として設置済
み。

完了 完了
豊島区全体音響機能付加43箇所・横断時間
確保９箇所標識・表示の高輝度化等62箇所
の全て完了

② 交差点
生活関連経路には、エスコートゾーン
を設置する。

● 特定事業のとおり 完了 完了

エスコートゾーンの設置（R4.2.8～R4.12.14）
〇豊島区営グランド交差点（1箇所）
〇文化センター前交差点（2箇所）
〇サンシャイン交番前交差点（1箇所）
○都営南大塚住宅前交差点（２箇所）

③ 交差点

横断歩道の距離を考慮し、誰もが安心
して横断できるよう、適切な信号サイク
ルを検討する。
（明治通り・グリーン大通り・東池袋交
差点）

● ● ● 特定事業のとおり 完了 完了

歩行者用信号機の秒数変更
○東池袋二丁目交差点：19秒から24秒
（R2.11.20～）
○新田交番東横断路：15秒から17秒（※お散
歩時間帯の10時から12時まで。R5.1.1～）

④ 交差点

音響用ボタンの位置がわかるよう音声
案内装置（小型発信機と連携したシス
テム含む）の導入を検討する。（グリー
ン大通り）
音響用押しボタンの設置位置について
は、道路管理者と十分に連携を図る。

● ● ●

対象地区直近の「東池袋二丁目交
差点」で音声案内装置の２４時間化
を試験実施している。試験結果に
よって、順次音声案内装置の２４時
間化を推進する。

実施中 実施中

音響用ボタン箱の位置を知らせる通知音は
本部交通管制課との調整と音声案内の24時
間化のためのタッチ式ボタンへの変更が必
要。

⑤ 交差点
利用者の妨げにならないよう、道路管
理者（区）と調整の上、信号柱または柵
を適切な位置に移設する。

● ● ● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施

度々、首都高速道路「東池袋ランプ」出入口
へ人が誤侵入するため、各関連団体と協議
を重ね、歩行者道路を整備する検討を行っ
たが、大規模工事が必要であり、現実的に
は厳しいと考える。そのため、現在では通路
に侵入防止柵を４枚設置し、対策を講じてい
る。

関係者との連携により、路上の障害
物(放置自転車、立て看板等)の取締
りに努める。
（区と連携した合同パトロール、地元
住民を交えた環境浄化パトロール等
の実施）

継続実施 継続実施 区と連携し規範意識の高い街づくりの実現。

サンシャインシティ周辺道路での自
転車の通行空間を確保するため、違
法駐車の取締りと自転車ナビマーク
及びナビラインの設置を行う。

完了 完了
「春日通り」に自転車ナビマーク（R4.2）およ
び自転車専用通行帯（R5.11）の設置済。

⑦ 自転車利用
関係者との連携により、自転車利用者
に歩行者への配慮を呼びかける（車道
寄りの走行等）。

●
企業からの要請に基づき講習会を実
施する。

継続実施 継続実施 各企業に対して交通安全講習会実施中。

●⑥ 路上障害物

関係者との連携により、路上の障害物
(放置自転車、立て看板等)の取締りに
努める。
（区と連携した合同パトロール、地元住
民を交えた環境浄化パトロール等の実
施）

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

53

対象施設 信号機等 巣鴨警察署

実施に向けて検討

継続検討・随時実施

継続検討・随時実施

東
池
袋
二
丁
目

交
差
点

20



短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑧ 自転車利用
児童・生徒及び地域住民を対象とした
自転車マナー講習を実施し、啓発を行
う。

●
年１～２回程度、対象年齢にあわせ
て自転車マナー講習を実施する。

継続実施 継続実施

対象地区隣接の生徒、児童等に対し、「自転
車利用安全5則」を含めた自転車安全教室を
実施中。また、対象年齢に合わせて歩行訓
練を実施中。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

①近くの視覚障害者の方から春日通りを横断する際に支障があるため、音響式信号を設置して欲しいと要望があり、現在、設置に向け上申中である。（東池
袋５丁目第２交差点（南大塚３－４－４））
②東京視覚障害者協会から警視庁本部を経由しエスコートゾーン設置要望があり、JR大塚駅を中心に宮中公園通り、南大塚通り、プラタナス通りの８交差点
１４箇所に上申し現在設置に向け検討中。

⑥ 自転車ナビマークの設置（春日通り）

⑥豊島区との路上障害物の環境浄化 ⑦ 豊島自動車練習場での企業への講習会

⑥ 自転車専用通行帯（春日通り）

⑦自転車利用者に歩行者への配慮を呼びかけ ⑧小学生に対する自転車マナー講習
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Ⅳ．都市公園特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１）中池袋公園 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体

移動等円滑化の考え方や区民意見を
反映し、Hareza池袋の一部として多様
な利用のされ方に配慮した公園を整備
する。

●
Hareza池袋の一部として、全面石張
り舗装とし多様な利用方法が可能な
整備を行う。（令和元年度）

完了 完了

② 全体
都市公園移動等円滑化基準及び東京
都福祉のまちづくり条例を踏まえ施設
整備を行う。

●
基準及び条例を踏まえ、公園改修を
完了する。（令和元年度）

完了 完了

③ 全体

必要に応じ、整備完了後に協議会（住
民部会含む）等による現地確認等を行
い、必要な改善方策を可能な限り検討
する。

● ●
継続的に現地確認を行い、改善が必
要な場合可能な限り対応する。

完了 完了

公園周辺の小水問題に対応するため、令和
4年度から令和５年度にかけてトイレを設置。
(令和５年１月～９月施工)
夜間の騒音問題等に対応するため、公園の
開設時間を7:30～22:00に定めた。

④ その他の設備
園内での滞在と移動のしやすさのバラ
ンスに留意し、需要に合った休憩ス
ペースを確保する。

● ●
必要な休憩スペースを確保したが、
それ以上の需要も見込まれるため、
継続的に対策を検討する。

実施中 実施中
指定管理者の自主事業イベントで、椅子や
テーブルを置いたことが、好評だった。

⑤
人的対応・心の
バリアフリー

指定管理者と協力し、賑わいと安全が
両立した運営・維持管理を行う。

●
指定管理者と協力し、通常時及びイ
ベント時も含め安全が最優先の維持
管理を行っていく。

継続実施 継続実施

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

54

対象施設 中池袋公園 豊島区　公園緑地課

① 中池袋公園の様子 ④ 「食の祭典」の様子
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Ⅳ．都市公園特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

２）池袋西口公園 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体
移動等円滑化の考え方や区民意見を
反映し、多様な利用のされ方に配慮し
た公園を整備する。

●
多様な利用形態を留意し、また地域
参加の協議会を設けて区民の意見
を反映する。（令和元年度）

完了 完了

② 全体
都市公園移動等円滑化基準及び東京
都福祉のまちづくり条例に適合した施
設整備を行う。

●
基準及び条例に適合した公園整備を
実施する。（令和元年度）

完了 完了

③ 全体

必要に応じ、整備完了後に協議会（住
民部会含む）等による現地確認等を行
い、必要な改善方策を可能な限り検討
する。

● ●
継続的に協議会等との現地確認を
実施する。

実施中 実施中 地元協議会と定期的に園内を確認している。

④
聴覚障害者等
対応

イベント時等の聴覚障害者への情報保
障について、ステージ上スクリーンが
有効に活用されるよう、イベント主催者
等への働きかけを行う。

●
聴覚障害者への情報保障のため、
サイネージの有効活用をイベント主
催者等と継続的に協議する。

継続実施 継続実施

⑤ トイレ トイレ等の設備の維持管理に努める。 ●
継続して快適に利用できる維持管理
に努める。

継続実施 継続実施

⑥ 非常時対応
ステージ上スクリーンを活用し、非常時
の情報提供を行う。

●
防災と連携し、サイネージに情報提
供を行う。

継続実施 継続実施

⑦ その他の設備
バリアフリー化された手洗い・水飲み場
を設置する。

●
バリアフリー化した手洗い及び水飲
み場を設置する。（令和元年度）

完了 完了

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

54

対象施設 池袋西口公園 豊島区　公園緑地課

① 公園の全体写真 ② 触知案内図 ⑦ バリアフリー化した手洗い・水飲み場
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Ⅳ．都市公園特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

３）としまみどりの防災公園（IKE・SUNPARK） 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体
都市公園移動等円滑化基準及び東京
都福祉のまちづくり条例に適合した施
設整備を行う。

●
基準及び条例に適合した整備を行
う。

完了 完了

② 全体

整備の進捗に応じて、協議会（住民部
会含む）等との意見交換や現地確認等
を行い、可能な限りその後の整備に反
映させていく。

● ● 特定事業のとおり。 実施中 実施中
懸案事項が発生した場合、その都度「防災公
園を良くする会」と協議しながら、より良い公
園になるよう随時改良している。

③
視覚障害者
誘導用ブロック

歩道状空地や街区内通路が生活関連
経路に設定されていることを踏まえ、関
係者と調整し、道路から通路、主要な
公園施設等へのブロックの連続性を確
保する。

● 特定事業のとおり。 完了 完了

④
サイン等の
案内誘導

バリアフリー情報の提供を検討する。
（サインやパンフレット、マップ、ウェブ
アクセシビリティに配慮したホームペー
ジ等）

●

園内には点字ブロックの動線に合わ
せ案内板を1基設置し、トイレ入口に
は音声案内装置を設置する。
また、パンフレットやホームページも
計画しており、アクセシビリティに配
慮するよう努める。

完了 完了

⑤ 非常時対応

災害発生時などに、高齢者・障害者を
含む多様な利用者が施設を利用する
ことに留意し、設備や備蓄の確保、音
声・文字・光等による情報提供、人的
対応などの対策を検討する。

● ●
災害時の地域住民による助け合いと
の連携を含め、初動体制を重点に対
策を検討する。

実施中 実施中

「防災公園を良くする会」との協議に基づき、
夜間に震度４以上の地震があった時は、警
備員が管理棟の灯具を点灯させ、管理棟近
くの公園入り口のチェーンを下ろし、避難しや
すい環境を整えることとした。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

55

対象施設 としまみどりの防災公園（IKE・SUNPARK） 豊島区　公園緑地課

① 公園の様子 ③ 誘導用ブロック
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Ⅳ．都市公園特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

４）東池袋公園 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① トイレ
利用者の意見を踏まえ、必要な機能を
検討し、改修時等に合わせ改良する。

●
H17だれでもトイレ整備。
H30普通トイレ洋風便器に改修。

完了 完了

② 出入口
車両の進入を防止しつつ、利用しやす
い柵（柵の間隔や配置等への配慮）へ
の改修を検討する。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手

周辺にオフィスや大学等が多く通勤・通学の
バイク等を駐車されてしまうため、その侵入
防止のため柵の間隔を狭くしており、現状で
は難しい。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

55

対象施設 東池袋公園 豊島区　公園緑地課

① だれでもトイレ
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Ⅳ．都市公園特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

５）東池袋中央公園 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① トイレ
利用者の意見を踏まえ、必要な機能を
検討し、改修時等に合わせ改良する。

●
トイレの全体改修は、公園改修時期
に行う予定であるが、便器だけ前倒
して変更予定。

完了 実施中

令和５年度に和便器から洋便器への交換を
実施した。
サンシャインの地区計画に合わせ、全面改
修を予定している。

② 出入口
車両の進入を防止しつつ、利用しやす
い柵（柵の間隔や配置等への配慮）へ
の改修を検討する。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手
サンシャインの地区計画に合わせ、全面改
修を予定している。

③ 園路
改修時等に合わせ勾配を解消するとと
もに、不要な段差の解消を検討する。
（東池袋中央公園）

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手
サンシャインの地区計画に合わせ、全面改
修を予定している。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

55

対象施設 東池袋中央公園 豊島区　公園緑地課

① 洋便器への交換
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Ⅳ．都市公園特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

６）日の出町公園 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① トイレ
利用者の意見を踏まえ、必要な機能を
検討し、改修時等に合わせ改良する。

●
だれでもトイレ整備済み。
令和元年に和便器を洋風便器に改
修。

完了 完了

② 出入口
車両の進入を防止しつつ、利用しやす
い柵（柵の間隔や配置等への配慮）へ
の改修を検討する。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手

周辺にオフィスや大学等が多く通勤・通学の
バイク等を駐車されてしまうため、その侵入
防止のため柵の間隔を狭くしており、現状で
は難しい。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

55

対象施設 日の出町公園 豊島区　公園緑地課

① だれでもトイレ
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Ⅴ．路外駐車場特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１）池袋東口公共地下駐車場　ISPパーキング 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 垂直移動設備
将来的な駅前広場の改修等に合わ
せ、誰もが使いやすい垂直移動手段の
確保に努める。

●
公共地下駐車場から地上部までの
エレベーターの設置。

未着手 未着手 駅前広場再編計画に合わせ検討する

②
人的対応・心の
バリアフリー

心のバリアフリーに関する講習を適時
実施する。

●
社員教育を継続的に実施。
（毎年1回実施）

継続実施 継続実施
令和6年度から,タイムズへ業務委託してお
り、ISP社員への講習会、タイムズ関係者へ
内容の周知を実施予定

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

56

対象施設 池袋東口公共地下駐車場　ISPパーキング （株）池袋ショッピングパーク
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Ⅴ．路外駐車場特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

２）池袋西口都市計画公共地下駐車場 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 垂直移動設備
運営時間を通して利用できる駐車場～
地上間の垂直移動手段の確保に努め
る。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手
池袋西口再開発事業を控えているため、現
時点では具体的な計画はなし。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

56

対象施設 池袋西口都市計画公共地下駐車場 東武ビルマネジメント（株）
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Ⅴ．路外駐車場特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

３）サンシャインシティ駐車場 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

バスターミナル内の歩道のバス乗降部
に誘導ブロック設置を検討する。

●
バスターミナル内のバス乗降部に誘
導ブロックを設置する。

完了 完了

令和元年度に完了。
令和3年度に色等の変更施工を予定してい
たが、コロナの影響により延期。
⇒令和4年12月に完工。

② 駐車場
身障者専用スペースの増設（増設後22
台）・思いやりスペース（33台）の新設を
行う。※実施済み。

● 特定事業のとおり。 完了 完了 平成26年度に実施完了。

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

旧基本構想で位置づけた「駐車場と地上階を結ぶエレベーターの増設の検討」について、検討の結果、建築基準法上の制約のため実施不可能であり、改定
基本構想への事業の位置づけは行わない。

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

56

対象施設 サンシャインシティ駐車場 （株）サンシャインシティ

施工前 施工後

誘導用ブロック色味変更

①

身障者専用スペース

②
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１）区有生活関連施設 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体・維持管理

建物や設備の改修時には、建築物特
定施設及び案内誘導等について、基
準に基づきバリアフリー化を図るととも
に、維持管理に努める。

● 特定事業のとおり。 その他 その他

建物や設備の改修時には、基準に基づきバ
リアフリー化を図るとともに、各区有生活関
連施設管理者と調整し、適切な維持管理に
努める。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

57

対象施設 区有生活関連施設 豊島区　施設管理者
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

２）豊島区立中央図書館・点字図書館 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① トイレ
関係者との連携により、利用者の意見
を踏まえた、多機能トイレの機能の更
新を検討する。

●
開館20周年の令和9年を目途に検討
する。

未着手 未着手
対象がビル共用部のため、ライズアリーナビ
ル管理組合による修繕計画と整合を図りな
がら検討を進める。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

中央図書館
（ビル共用部トイレ現況写真）

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

57

対象施設 豊島区立中央図書館・点字図書館 豊島区　施設管理者
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

３）東池袋分庁舎 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

出入口及び建物内通路の誘導ブロック
を黄色に変更する。

●
建物の出入口及び警備員室と各階
のエレベーターと階段の前の誘導ブ
ロックを黄色に変更する。

完了 完了 平成30年度に黄色の鋲タイプへ変更済。

②
サイン等の
案内誘導

職員、常駐警備員による視覚障害者等
の安全円滑な案内誘導を行う。

●
職員、常駐警備員により、各階施設
への案内誘導を行う。

継続実施 継続実施

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

57

対象施設 東池袋分庁舎 豊島区　施設管理者

分庁舎出入口 分庁舎警備員室
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

４）豊島区本庁舎 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

誘導ブロック、案内サイン、触知案内
板等をフロアの大規模改修に合わせ
て、円滑な誘導表示（通常時・災害
時）を検討する。

その他 その他

誘導ブロック、案内サイン、触知案内板等円
滑な誘導表示（通常時・災害時）について、
付置義務の更新等最新の情報を踏まえなが
らフロアの大規模改修計画に合わせて検討
を進める。

小規模な案内サイン等については組
織改正、事務室レイアウト変更等に
合わせて見直し、可能な範囲で実施
する。

完了 完了

庁舎３階、６階と同様に、庁舎４階のエレ
ベーターホールに案内表示を令和３年度に
設置済み。
庁舎レイアウト変更の際等、必要に応じて、
今後も随時見直しを図っていく。

② 垂直移動設備

視覚・聴覚障害者への誘導方法及び
災害時等の情報提供の方法について
検討する。（エレベーター）
※車椅子対応エレベーター設置済み

●
本庁舎７台のエレベーターの交換時
期に合わせて、情報提供機能につい
て検討する。

その他 その他

視覚・聴覚障害者への誘導方法や及び災害
時等の情報提供機能機器等都度情報収集
を行いながら設備交換時期や大規模改修計
画に合わせて検討を進める。

③ 垂直移動設備
安全で利用しやすく、かつ災害時避難
を考慮した設備を検討する。（階段）

●
本庁舎東西の２か所にある階段を大
規模改修に合わせて、災害時に安
全な設備を検討する。

その他 その他

本庁舎東西２階所の階段について、災害時
の安全な設備のあり方など逐次最新の情報
を踏まえながら、大規模改修計画に合わせ
て検討を進める。

④ トイレ
障害者や高齢者等、誰もがより利用し
やすい設備を検討する。※多目的トイ
レ設置済み

●
本庁舎７か所にある、多目的トイレの
改修、大規模修繕に合わせてレイア
ウト、設備について検討する。

その他 その他

本庁舎７箇所にある多目的トイレなどを含
め、日頃の改善要望や付帯設備、付置義務
更新など最新の情報を踏まえながら大規模
改修計画に合わせて検討を進める。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

①
サイン等の
案内誘導

誘導ブロック等による安全円滑な誘導
及びわかりやすいサインにより目的の
場所への円滑な誘導を図る。

●

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

57

対象施設 豊島区本庁舎 豊島区　施設管理者

案内表示

①
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

５）Hareza池袋（芸術文化劇場） 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体
新築にあたり、建築物移動等円滑化基
準及び東京都福祉のまちづくり条例に
適合した施設整備を行う。

● 実施済み(令和元年度） 完了 完了

② 全体

必要に応じ、整備完了後に協議会（住
民部会含む）等による現地確認等を行
い、必要な改善方策を可能な限り検討
する。

● ●

実施済み
令和元年10月1日住民部会による現
地確認を実施。
必要な改善策は区・みらい文化財
団・事業者・設計・施工者らの関係者
と現地確認をしたうえで検討した。(令
和元年度）

完了 完了

③
視覚障害者
誘導用ブロック

歩道から施設内の案内設備まで、誘導
ブロックを連続的に設置する。

●
実施済み。(令和元年度）
今後も利用者の意見を伺いながら必
要な改善の検討を継続する。

完了 完了

④
サイン等の
案内誘導

館内案内、エレベーター及び多目的ト
イレ等の設置位置を、サインやモニ
ター等の視覚情報により適切に案内す
る。

●

実施済み(令和元年度）
令和元年10月1日住民部会での指摘
を受けて以下を改善した。
　・EVの点字の設置
　・案内サインの色付けと照明設置

完了 完了

⑤
サイン等の
案内誘導

ウェブアクセシビリティに配慮したホー
ムページでのバリアフリー情報や施設
利用案内の提供を指定管理者が行う。

● 実施済み(令和元年度） 完了 完了

⑥
聴覚障害者等
対応

人的対応を行う窓口などに筆談ボード
の設置を推進し、筆談が可能な旨を耳
マークや筆談マークなどで掲示する。

●

以下の箇所で実施を予定。
筆談ボードは準備済み。
(令和元年度）
マークの掲示位置を確認し設置す
る。

完了 完了 耳マークを劇場エントランスに掲示完了。

⑦
聴覚障害者等
対応

手話通訳対応や情報提供装置（聴覚
障害者対応）の設置を指定管理者に働
きかける。

●
実施済み(令和元年度）
必要な場合は依頼が可能な体制を
確保している。

完了 完了

⑧ 垂直移動設備
エレベーターホールはLED照明を用
い、適切な明るさを確保する。

● 実施済み(令和元年度） 完了 完了

⑨ 垂直移動設備
多様な利用者に配慮したエレベーター
を設置する。（車椅子使用者用押ボタ
ン、カメラ及び字幕表示の設置等）

● 　

実施済み(令和元年度）
　・指摘を受けて点字を追加
　・字幕表示はないため人的な対応
   を行う

完了 完了

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

58

対象施設 Hareza池袋（芸術文化劇場） 豊島区　施設管理者
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑩ トイレ
利用実態に合わせて機能分散を図り、
十分な個数・機能の便房を確保する。

●
実施済み(令和元年度）
今後も利用者の意見を伺いながら必
要な改善の検討を継続する。

完了 完了

⑪ 駐輪・障害物
公開空地や周辺道路に駐輪されない
よう、対策や利用者への啓発を行う。

● 実施済み(令和元年度） 完了 完了

⑫ ホール
多様な障害のある利用者に柔軟に対
応できるよう、可動式の座席やコンセン
ト等の配置に留意する。

●

以下は改善済み(令和元年度）
・車椅子席を稼働可能にし介助者の
スペースを確保した。
以下は改善予定
・1階中通路段差部箇所に手摺設置
・1階―3階までに足元灯を設置し照
度確保

完了 完了
1回客席中通路に手すりを設置完了。
1階～3階に客席足元灯を設置完了。

⑬
人的対応・心の
バリアフリー

区民センターと芸術文化劇場で連携
し、多様な利用者に配慮した施設の運
営や人的対応、非常時の対応等の体
制を構築する。

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施
劇場運営課ほか関係課や委託業者と連携を
強化し、対応。

⑭
人的対応・心の
バリアフリー

障害への理解を深め、人的対応の充
実を図る。（指定管理者による研修の
充実等）

●
指定管理者による職員研修の実施
・建物特性を熟知
・障害の状況に応じた対応方法など

継続実施 継続実施
観劇サポート講座（聴覚編・視覚編）へ参加
するなど、障害理解の促進に努め、各施設
対応時に実践している。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

令和2年度末完了事業参考写真　　⑥耳マーク（劇場エントランス掲示）　　　　⑫1階客席中通路手摺　　　　　　　　　⑫客席足元灯

令和元年度完了事業参考写真　　　③誘導用ブロック　　　　　　　　　　　　　　　④EV内押釦

 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤ウェブアクセシビリティ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                          ⑦館内サイネージ表示内容
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

６）Hareza池袋（区民センター） 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体
新築にあたり、建築物移動等円滑化基
準及び東京都福祉のまちづくり条例に
適合した施設整備を行う。

● 特定事業のとおり 完了 完了

② 全体

必要に応じ、整備完了後に協議会（住
民部会含む）等による現地確認等を行
い、必要な改善方策を可能な限り検討
する。

● ● 特定事業のとおり 完了 完了

③
視覚障害者
誘導用ブロック

歩道から施設内の案内設備まで、誘導
ブロックを連続的に設置する。

● 特定事業のとおり 完了 完了

④
サイン等の
案内誘導

館内案内、エレベーター及び多目的ト
イレ等の設置位置を、サインやモニ
ター等の視覚情報により適切に案内す
る。

● 特定事業のとおり 完了 完了

⑤
サイン等の
案内誘導

ウェブアクセシビリティに配慮したホー
ムページでのバリアフリー情報や施設
利用案内の提供を指定管理者が行う。

● 特定事業のとおり 完了 完了
ウェブアクセスビリティに配慮しながら３月末
までに区民センターHP完成。

⑥
聴覚障害者等
対応

人的対応を行う窓口などに筆談ボード
の設置を推進し、筆談が可能な旨を耳
マークや筆談マークなどで掲示する。

● 特定事業のとおり 完了 完了

⑦
聴覚障害者等
対応

手話通訳対応や情報提供装置（聴覚
障害者対応）の設置を指定管理者に働
きかける。

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施

利用者から要望があれば、豊島区手話通訳
者派遣センターと連携する。各窓口にブギー
ボード（電子メモパッド）を設置している。
チケットセンターにはスピーカーを設置してい
る。

⑧ 垂直移動設備
エレベーターホールはLED照明を用
い、適切な明るさを確保する。

● 特定事業のとおり 完了 完了

⑨ 垂直移動設備
多様な利用者に配慮したエレベーター
を設置する。（車椅子使用者用押ボタ
ン、カメラ及び字幕表示の設置等）

● 特定事業のとおり 完了 完了

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

59

対象施設 Hareza池袋（区民センター） 豊島区　施設管理者
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑩ トイレ
利用実態に合わせて機能分散を図り、
十分な個数・機能の便房を確保する。

● 特定事業のとおり 完了 完了

⑪ 駐輪・障害物
公開空地や周辺道路に駐輪されない
よう、対策や利用者への啓発を行う。

●
周辺道路に駐輪されないよう、対策
や利用者への啓発を行う。

継続実施 継続実施
定期的に外構を巡視し、違法駐輪に対して
警告対応をしている。

⑫
人的対応・心の
バリアフリー

区民センターと芸術文化劇場で連携
し、多様な利用者に配慮した施設の運
営や人的対応、非常時の対応等の体
制を構築する。

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施
劇場運営課ほか関係課や委託業者と連携を
強化し、対応。

⑬
人的対応・心の
バリアフリー

障害への理解を深め、人的対応の充
実を図る。（指定管理者による研修の
充実等）

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施
観劇サポート講座（聴覚編・視覚編）へ参加
するなど理解の促進に努め、施設での実践
につなげている。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

⑥窓口 聴覚障害者対応のご案内　　　　　⑪外構の違法駐車への警告対応　　　　　　③歩道からの誘導用ブロック

④館内の案内サイン
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

７）池袋保健所仮庁舎 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体
建築物移動等円滑化基準及び東京都
福祉のまちづくり条例に適合した施設
整備を行う。

● 特定事業のとおり 完了 完了

② 全体

整備の進捗に応じて、協議会（住民部
会含む）等との意見交換や現地確認等
を行い、可能な限りその後の整備に反
映させていく。

● ●

平成30年度に近隣住民等を対象とし
て、住民説明会を2回開催し、工事説
明、意見交換等を行い、可能な範囲
で住民の意向を整備に反映させる。

完了 完了

③
視覚障害者
誘導用ブロック

歩道状空地や街区内通路が生活関連
経路に設定されていることを踏まえ、関
係者と調整し、道路から通路、施設出
入口等へのブロックの連続性を確保す
る。

●
歩道状空地から施設敷地内通路、
施設出入り口、施設内までの点字ブ
ロックの連続性を確保する。

完了 完了
令和4年9月に保健所前の道路の誘導ブロッ
クの敷設が完了し、施設内から施設外への
誘導用ブロックの連続性を確保した。

④
サイン等の
案内誘導

パブリックスペースには、外国人向けピ
クトサイン、点字案内板を設置する。

●
施設内に設置したサイン表示は、す
べて英語と日本語を併記する。点字
案内板を設置する。

その他 その他

サイン表示は令和元年度に完了。
点字案内板はエレベータの操作に係るもの
のみである。その他の点字案内板の設置に
ついては検討する。
新保健所への移転時期が令和8年に変更予
定のため、実施期間を令和8年まで延長す
る。※1

⑤
サイン等の
案内誘導

バリアフリー情報の提供を検討する。
（サインやパンフレット、マップ、ウェブ
アクセシビリティに配慮したホームペー
ジ等）

●
サイン表示にて標記。また、今後作
成予定の施設案内リーフレットにバリ
アフリー情報を記載する。

その他 その他
令和元年度にリーフレット作成、今後は随時
更新予定である。
※1

⑥
聴覚障害者等
対応

窓口に老眼鏡、筆談ボードを設置し、
筆談ボード等があることをわかりやすく
表示する。

●
受付にフロアマネージャーを配置し
聴覚障害者の方の会話支援を行う。

継続実施 継続実施

窓口に老眼鏡を設置した。難聴者の方がい
らした際にはメモを書くなどして対応をしてい
る。引き続き筆談ボード等の設置について検
討する。※1

⑦
聴覚障害者等
対応

難聴者向け会話支援機を設置する。 ●
受付にフロアマネージャーを配置し
聴覚障害者の方の会話支援を行う。

継続実施 継続実施
受付にはフロアマネージャーを配置し、ニー
ズに沿ったご案内をしている。※1

⑧ 垂直移動設備
エレベーターには、点字盤、音声案内
装置、同時通訳方式インターホンを設
置する。

●

エレベーター内に、点字盤、音声案
内装備を設置する。またインターフォ
ンは、耳の不自由な方に配慮し、ボ
タンを押すと点灯し、通話可能である
事を知らせる機能を付ける。

完了 完了

⑨ トイレ
誰でもトイレは、オストメイトの方が利
用できるよう整備する。

● 特定事業のとおり。 完了 完了

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

60

対象施設 池袋保健所仮庁舎 豊島区　施設管理者
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

駐輪場は施設入口前と脇に100台分
設置。そのうち30台分は屋根付きの
駐輪場である。

完了 完了

駐輪場、駐車場専任の管理人を配
置し、利用者の利便性向上を図る。

継続実施 継続実施
駐輪場専任の管理人を配置し、自転車の整
理等を行い、利用者の利便性を図っている。
※1

⑪ その他の設備

授乳及びおむつ替えのできる場所を設
ける（お湯の提供やミルクを冷ます設
備、男性も気兼ねなく利用できる配
慮）。

●
授乳室を設け、ミルク用として適温の
お湯がでる調乳機を設置する。

完了 完了

⑫ その他の設備
ベビーカー置場やキッズスペースを設
け、健診に来所する母子の利便性を高
める。

●
ベビーカー置場、キッズスペースを
設置する。

完了 完了

⑬
人的対応・心の
バリアフリー

２Ｆフロアには案内人を配備し、多様な
利用者のニーズに対応する。

●
平日は、常時２Fフロア入口に案内人
を配置する。

継続実施 継続実施
案内人との連携を密に行い、多様なニーズ
に沿った適切なご案内をしている。※1

●

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法 平成30年度に予算調整済み

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

⑩ 駐輪場

利用しやすい場所に駐輪場の設置を
検討するとともに、敷地内通路や周辺
道路に駐輪されないよう、駐輪場の管
理人を配置し利用者への啓発を行う。

●

⑪ その他の設備

③ 視覚障害者誘導用ブロック

⑧垂直移動設備 ⑨ トイレ

⑩ 駐輪場 ⑫ その他の設備
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

８）都有生活関連施設 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体・維持管理

建物や設備の改修時には、建築物特
定施設及び案内誘導等について、基
準に基づき、必要に応じてバリアフリー
化を図るとともに、維持管理に努める。

● 特定事業のとおり その他 その他

豊島都税事務所：再開発予定地区に該当し
ていることもあり、当該施設の将来的な利用
内容について具体的に定まっていないため、
維持管理に努めつつ、必要に応じて、関係
部署と検討のうえ対応する。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

61

対象施設 都有生活関連施設 東京都　施設管理者
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

９）東京芸術劇場 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する

中期 5年以内に実施する

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

誘導ブロックや音声、点字によるトイレ
への位置案内の導入を検討する。

●
H30年度に未整備の点字誘導板を整
備済み。

完了 完了 地下鉄連絡通路～エレベーター乗り場間

②
サイン等の
案内誘導

文字情報システムを活用した適切な情
報提供を行う。

●
サイネージを利用した文字情報シス
テムを活用した情報提供を行う。

継続実施 継続実施

③
サイン等の
案内誘導

点字表示のある手すりや音声案内装
置の設置による目的地への適切な誘
導に務める。

●
R１年度に点字案内板を地下鉄連絡
口、正面玄関、５階広場の３か所に
設置する。

完了 完了

④ 垂直移動設備
誰もが安全で利用しやすい構造（ガラ
ス窓等）への更新を検討する。

●
非常時聴覚障がい者対応を含めて
将来の改修時に設置を検討する。

未着手 未着手
今後の大規模改修時に利便性が高い設備
への改修を検討する。

⑤ トイレ
オストメイト対応設備の設置を検討す
る。

●

多機能トイレのスペースが狭隘であ
るため基準に沿った設備を設けるこ
とが不可能である（10か所）。
将来の改修時に設置を検討する。

未着手 未着手

今後の大規模改修時に利便性が高い設備
への改修を検討する。令和元年度多機能ト
イレ内火災時に聴覚障がい者向けに火災を
知らせる光警報設備を設置済。

⑥ その他の設備
授乳及びオムツ交換可能な場所の維
持管理に努める。ベビーベッドやベ
ビーチェアの維持管理に努める。

●
現在1か所ある授乳及びオムツ交換
可能な場所の維持管理に努める。

継続実施 継続実施

R6年度末
実施状況No 項目

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

基本構想
ページ

61

特定事業
基本構想で定めた実施時期

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画

事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間
R5年度末
実施状況

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

予定実施期間

継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

対象施設 東京芸術劇場 東京都　施設管理者

①EV⇒連絡通路 ①連絡通路⇒EV ②1Fサイネージ ③B1F点字案内板 ③1F点字案内板

③5F点字案内板 ⑥5F授乳室
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１０）西武池袋本店 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

通路に面した各テナントに対し、商品
陳列が誘導ブロックに接近しないよう、
指導を徹底する。

● 継続的に実施する。 継続実施 継続実施

②
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づき、サインを改善する。

●
店内のピクトサインについては、順次
改修を検討する。

未着手 未着手
令和元年度にサイン計画見直しを検討して
いたが延期。
着手予定時期未定

施設改修時等に合わせて、音声案
内方法を検討する。

未着手 未着手 着手予定時期未定。

現在はコンシェルジュ及び案内所で
対応している。

継続実施 継続実施

一部対応済。継続してエレベーター
更新時等に合わせて、音声案内方
法を検討する。

その他 その他
・平成26年6月（対応済エレベーター）
・他エレベーターの更新予定時期未定

一部エレベーター内でオペレーター
対応している。

継続実施 継続実施

⑤ 垂直移動設備
関係者と連携し、東口での初終電対応
エレベーターの新設を検討する。

●
施設改修時に設置の検討を実施す
る。

その他 その他
平成28年度の調査にて、整備課題が多く整
備は難しい状況にある。

⑥ 垂直移動設備

身障者対応エレベーターの導入を推進
する。
※一部身障者対応エレベーターに対応
済み。

●
エレベーター更新時に設置の検討を
実施する。

未着手 未着手 着手予定時期未定。

⑦
人的対応・心の
バリアフリー

高齢者、障害者等の店舗利用を支援
する。

● 継続的に実施する。 継続実施 継続実施

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

④
サイン等の
案内誘導

視覚障害者に、エレベーターの移動方
向がわかるよう、音声案内の充実を図
る。
※オペレーターのご案内と一部のカゴ
内での音声案内により対応している。

●

③
サイン等の
案内誘導

施設更新時等に、移動等円滑化の考
え方に基づき、音声案内方法を検討す
る。

●

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

62

対象施設 西武池袋本店 （株）そごう・西武
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１１）東武百貨店 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づき、サインを改善する。

● その他 その他 該当なし。

②
サイン等の
案内誘導

施設更新時等に、移動等円滑化の考
え方に基づき、音声案内方法を検討す
る。

●
エレベーター3台を更新予定（R4年〜
3台）。更新時に音声案内装置を導
入予定。

実施中 未着手
音声案内については次年度以降導入時期を
再検討する。

③
サイン等の
案内誘導

視覚障害者に、エレベーターの移動方
向がわかるよう、音声案内の充実を図
る。
※販売員によるご案内と、一部のエレ
ベーターカゴ内への音声案内装置の
設置により対応している。

●
エレベーター3台を更新予定（R4年〜
3台）。更新時に音声案内装置を導
入予定。

実施中 未着手
かご内音声案内については、プラザ館9番地
エレベーター3台に2024年度で導入完了予定
乗場移動方向音声については継続検討

④ 垂直移動設備

身障者対応エレベーターの導入を推進
する。
※一部身障者対応エレベーターに対応
済み。

●
③の内1台、身障者対応エレベー
ター導入予定。

完了 実施中
車椅子対応エレベーターに2024年度（令和6
年度）に1台更新予定

⑤ その他の設備
改装時等に合わせ、地下通路に接続
する場所への休憩スペースの導入を
検討する。

● 特定事業のとおり 未着手 未着手

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

62

対象施設 東武百貨店 （株）東武百貨店
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１２）東武ホープセンター 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づきサインを改善する。

●

池袋駅案内サイン整備計画に
基づき、天吊サイン7箇所、
出口誘導サイン5箇所改修済
（平成30年度）

完了 完了

②
サイン等の
案内誘導

施設更新時等に、移動等円滑化の考
え方に基づき、音声案内方法を検討す
る。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手
関係者との協議・調整により、十分な事業内
容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

③
出入口・
垂直移動設備

関係者と調整の上、地上出入口階段
の破損箇所の改修と、階段両側への
手すり設置について検討する。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手
関係者との協議・調整により、十分な事業内
容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

④ その他の設備
改装時等に合わせ、地下通路に接続
する場所への休憩スペースの導入を
検討する。

● 特定事業のとおり。 未着手 未着手
関係者との協議・調整により、十分な事業内
容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

63

対象施設 東武ホープセンター （株）東武百貨店

①サイン等の案内誘導の改善
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１３）パルコ池袋店 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づき、サインを改善する。

●
池袋駅周辺地域再生委員会（地下
空間ＷＧ）での検討に基づき整備を
推進する

未着手 未着手

②
サイン等の
案内誘導

施設更新時等に、移動等円滑化の考
え方に基づき、音声案内方法を検討す
る。

●
池袋駅周辺地域再生委員会（地下
空間ＷＧ）での検討に基づき整備を
推進する

未着手 未着手

③
サイン等の
案内誘導

施設更新時等に、視覚障害者に、エレ
ベーターの移動方向がわかるよう、音
声案内の充実を図る。
※一部のカゴ内では、音声案内により
対応している。

●
一部のカゴ内では、音声案内対応
済。他のカゴ内については音声案内
の充実を図る

未着手 未着手

④ 垂直移動設備

施設更新時等に、身障者対応エレベー
ターの導入を推進する。
※一部身障者対応エレベーターに対応
済み。

●
エレベーターの改修時期に併せて対
応を検討。

未着手 未着手
P'館１号機EV更新に伴い、障害者用
ボタン設置予定。
（全フロア扉前、かご内に設置）

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

63

対象施設 パルコ池袋店 （株）パルコ
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１４）池袋ショッピングパーク 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
サイン等の
案内誘導

池袋ターミナル案内サインガイドライン
に基づき、サインを改善する。

●
池袋駅案内サイン計画に基づき、レ
ンガ通り、各階段のサインを改善（天
吊りサイン７箇所、壁サイン23箇所）

完了 完了 令和元年11月完了。

移動等円滑化の考え方に基づき、利
用者の視点を踏まえながら、音声案
内方法を検討する。

未着手 未着手
個別の音声案内の設置は、放送設備など全
面改修が必要となり、改修時期にあわせ方
法等検討する

販売員のご案内により対応してい
る。

継続実施 継続実施
テナントの店長会にて講習会を実施するとと
もに、社内報にて従業員全員へ周知予定

③ 出入口
地下出入口（明治通り歩道上）の段差
の解消を図る。

● 駅周辺整備に合わせ実施 未着手 未着手 駅前広場再編計画にあわせ検討する

④ 出入口
将来的な駅前広場や駅の改修に合わ
せ、中央通路側出入口のスロープ構造
の改修を検討する。

● 駅周辺整備に合わせ実施 未着手 未着手 駅前広場再編計画にあわせ検討する

⑤
人的対応・心の
バリアフリー

心のバリアフリーに関する講習を適時
実施する。

●
社員教育を継続的に実施
（毎年1回実施）

継続実施 継続実施
令和6年度は、社員講習、テナント店長講
習、社内報で周知を実施予定

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

②
サイン等の
案内誘導

移動等円滑化の考え方に基づき、利用
者の視点を踏まえながら、音声案内方
法を検討する。
※販売員のご案内により対応してい
る。

●

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

63

対象施設 池袋ショッピングパーク （株）池袋ショッピングパーク

①サインの改善内容
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１５）サンシャインシティ 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

建物や設備の改修時には、基準に
基づき、バリアフリー化を図る。

その他 その他
事業の実施内容、期間については、事業②
以下を参照。

バリアフリーに配慮した維持管理の
実施。

継続実施 継続実施

②
視覚障害者
誘導用ブロック

生活関連経路においては、移動等円
滑化の考え方に基づき、誘導ブロック
等の敷設を検討する。
※館内誘導ブロックについては車椅
子・ベビーカー・幼児等への配慮も含
めて今後継続して慎重に検討する。

● 特定事業のとおり その他 その他 継続検討中

③
サイン等の
案内誘導

誘導ブロック、音声・音響案内、誘導サ
インなどにより、案内所等への案内誘
導を充実させるよう、検討する。
※サインリニューアル基本方針を基
に、ショッピングセンター（B1～4F）のサ
インをわかりやすく全面的に見直し済
み。
※館内誘導ブロックについては車椅
子・ベビーカー・幼児等への配慮も含
めて今後継続して慎重に検討する。

● 特定事業のとおり その他 その他 継続検討中

④
サイン等の
案内誘導

バスターミナルの多機能トイレ（優先ト
イレ）改修時に、入口付近に点字案内
の設置を検討する。

● 特定事業のとおり 未着手 未着手

コロナ禍の影響により、令和２年実施の工事
を順延。
⇒令和5年～令和7年で実施計画作成、
　その後着工予定であったが、昨今の
　工事費高騰に伴い、令和7年から実施計画
　を作成し、その後着工予定。

⑤
サイン等の
案内誘導

多機能トイレ（優先トイレ）やベビー
ルーム等の設備内容や位置が見やす
く、また理解しやすいリーフレットの作
成を検討する。

● 特定事業のとおり 完了 完了
令和2年にバリアフリーサイトを制作済。
優先トイレの設備内容や場所を見やすく掲
載。

⑥
聴覚障害者等
対応

防災センター窓口２か所に筆談用具等
の設置を検討する。

● 特定事業のとおり 完了 完了 実施済み(平成30年度)

⑦ 垂直移動設備
お客様の垂直移動に配慮し、アルパ西
側のエスカレーター１か所(2F↔3F上下)
の延伸を検討する。

● 特定事業のとおり 完了 完了 令和元年12月に完工

⑧ 垂直移動設備

弱視者等に配慮し、エスカレーターリ
ニューアル時にステップの照度を上
げ、適切な照度を保つよう検討する。
※アルパ西入口１か所：実施済み。

●
エスカレーター改修ごとに順次対応
予定

その他 その他

継続検討中
（アルパB1西入り口B1～3階（令和元年）完
了）
⇒令和5年～令和7年にかけて実施計画
　を作成し、その後着工予定。

●① 全体・維持管理
建物や設備の改修時には、基準に基
づき、バリアフリー化を図るとともに、維
持管理に努める。

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

64,65

対象施設 サンシャインシティ （株）サンシャインシティ

実施期間は、事業②以下を参照
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

⑨ 垂直移動設備
B1の階段部１か所について手すり及び
段差表示の増設を検討する。

● 特定事業のとおり 完了 完了 階段に手すりを設置済み(平成30年度)

⑩ トイレ

利用者の利便性に鑑み、多機能トイレ
（優先トイレ）の機能を改修時のタイミン
グで更新する。
※オストメイト対応、手すりの設置等

● ● ●
アルパ3階広小路及びバスターミナ
ルの優先トイレをリニューアル計画
中

その他 その他

Ｓ棟アルパ3階：令和2年12月完工
バスターミナル：コロナ禍により順延
⇒令和5年～令和7年で実施計画作成、
　その後着工予定であったが、昨今の
　工事費高騰に伴い、令和7年から実施計画
　を作成し、その後着工予定。

アルパ3階広小路のトイレをリニュー
アル計画中

完了 完了 令和2年12月完工

多機能トイレ（優先トイレ）の利用に
ついて配慮を呼びかけ

完了 完了
バリアフリートイレ利用マナー
啓発ポスターの掲示（令和2年度）

⑫ トイレ

利用者の利便性に鑑み、館内スペー
スへの多機能トイレ（優先トイレ）の増
設を検討する。
※一部実施済み。

●
オフィス棟の各フロアに優先トイレを
順次増設中

完了 完了
令和3年度：オフィス棟7フロアを改修し、オ
フィスフロアの優先トイレ増設が完了

⑬ 障害物等
外周部南側歩道の街路灯が歩行者等
の妨げにならないように、安全対策を
検討する。

● 特定事業のとおり その他 その他

継続検討中
時計台の撤去を実施（令和2年度）
⇒南街区活性化検討チームが2022年度立ち
上がり、南街区の整備を検討中。

⑭ 障害物等
外周部南側歩道について、定期的に
警備員が巡回し、安全確保に努める。

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施

⑮ 非常時対応
震災時の避難場所や台風・大雪時の
営業時間短縮等の情報を館内の電光
掲示板等で提供することを検討する。

● 特定事業のとおり 完了 完了
電光掲示板での情報提供を実施中
（平成30年度～）

⑯ 出入口
アルパ1F西出入口の間口を拡張する。
※実施済み。

● 特定事業のとおり 完了 完了 実施済み（平成29年度）

⑰ 通路

リニューアルに伴い、商業ゾーンの主
要通路の照度を上げることを検討す
る。
※B1～2Fは実施済み、残る3F検討。

●
アルパ3階共用部リニューアルに合
わせて工事を実施中

完了 完了 ３階共用部令和2年7月完工

⑱ その他の設備

館内各ベビールームをリニューアル及
び増設する。
※B1授乳室拡張・2F授乳室の移設リ
ニューアル・3Fの授乳室の新設：実施
済み。

●
アルパ3階共用部リニューアルに合
わせて移設リニューアル予定

完了 完了 令和2年12月完工

⑲
人的対応・心の
バリアフリー

館内にある案内所（５か所）等に老眼
鏡、杖ホルダーの設置を検討する。

● 特定事業のとおり 完了 完了
令和元年度に設置を完了
※令和3年10月より案内所は５⇒４か所に集
約

⑪ トイレ

子ども連れの利用者に対応して一般ト
イレの充実を図るとともに、健常者によ
る多機能トイレ（優先トイレ）の利用に
ついて配慮を呼びかける。
※今後も一般トイレの改修に合わせて
個室の面積を広げる等機能の充実を
検討する。

● ● ● ●

継続検討・随時実施

継続検討・随時実施 配慮・

呼び

かけ
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

⑳
人的対応・心の
バリアフリー

貸出用車椅子の増台及び、持ち出し、
返却場所について自由化を行う。※実
施済み。

●
貸出用車椅子の増台を実施する。
（平成29年度完了）

完了 完了

貸出用車椅子の自由化は、施設側で貸出し
前に安全点検が行えないため、不具合が発
見できない可能性がある。安全性の向上を
検討した結果、車椅子を貸出す前に施設側
で安全点検を実施する運用の方が望ましい
と考え、貸出方法を申請式に変更したため、
当事業目標についての検討は終了する。

㉑
人的対応・心の
バリアフリー

ベビーカー貸出し手続き等の簡略化を
行う。※実施済み。

● 特定事業のとおり 完了 完了 実施済み（平成30年度）

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

・多機能トイレについて、「多目的トイレ」から「優先トイレ」に名称の変更を実施済み。
・旧基本構想で位置づけた「外周部歩道切り下げ部分の適切な勾配への改修の検討」及び「外周部南歩道の適切な勾配への改修、もしくは適切な勾配のス
ロープ新設の検討」について、検討の結果、構造的改善は不可能であり、改定基本構想への事業の位置づけは行わない。

　.⑤　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥                           　　　　　　　.⑦                                         ⑨
　

　⑩アルパ3階トイレ　    　　　　　　　⑪トイレマナーポスター　　⑫　　　　　　　　　　     　　　　　　　 　　　⑮　　　　　　　       　　⑯

 

　⑰　　　　　　　            　　　　　  　　　⑱　　　            　　　　　　　　　　　　⑲　　　　　　　⑳　　　　　　　　　                  　　　㉑
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１６）メトロポリタンプラザ 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

改修時等に合わせ、通路からエレベー
ターへの誘導ブロックの敷設（１階、地
下１階）を検討する。

● 大規模改修時に検討を行う。 未着手 未着手
関係者との調整
通行人が多いため、設置方法に検討を要す
る（躓き防止）。

②
人的対応・心の
バリアフリー

優先エレベーターの利用者へのマナー
啓発に努める。

● 優先エレベータへのサイン掲出。 継続実施 継続実施
優先エレベータへのサイン掲出によりマナー
啓発を継続する。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

65

対象施設 メトロポリタンプラザ （株）JR東日本ビルディング

② 優先エレベーターのサイン
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１７）豊島郵便局 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

歩道から出入口まで、誘導ブロックの
連続的な敷設を検討する。
（南側出入口）

●
南側出入口について、床面との輝度
比（2.0以上）を確保した誘導ブロック
への改修を検討する。

未着手 未着手 修繕工事等に併せて検討予定。

音声・音響案内による目的地への適
切な誘導に努める。

未着手 未着手 修繕工事等に併せて検討予定。

職員等による案内誘導を実施する。 継続実施 継続実施

③
人的対応・心の
バリアフリー

障害者用駐車スペースについて、一般
利用者への配慮を呼びかける。

● 特定事業のとおり。 継続実施 継続実施

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等
①の誘導用ブロックの更改（輝度比2.0以上）は費用が高額になるほか、②のＡＴＭへの音声案内は他局でもあまり例がないため、修繕工事等の打診があった
際、支社等へ検討依頼を行う。

②
サイン等の
案内誘導

音声・音響案内による目的地への適切
な誘導に努める。

●

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

65

対象施設 豊島郵便局 豊島郵便局
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１８）Hareza池袋（オフィス棟シネマコンプレックス） 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体
新築にあたり、建築物移動等円滑化基
準及び東京都福祉のまちづくり条例に
適合した施設整備を行う。

● 特定事業のとおり。 完了 完了
特定事業に適合した施設計画を完了
（廊下幅員・扉幅員の確保、だれでもトイレの
計画等）

② 全体

必要に応じ、整備完了後に協議会（住
民部会含む）等による現地確認等を行
い、必要な改善方策を可能な限り検討
する。

●
必要に応じて現地確認等を実施させ
て頂きます。

完了 完了
事業者及びビル管理スタッフによる現地確認
及び定期的な安全点検等を行い、改善方策
を検討・実施済み。

③
視覚障害者
誘導用ブロック

歩道から施設内の案内設備まで、誘導
ブロックを連続的に設置する。

● 特定事業のとおり。 完了 完了 誘導ブロックの設置を完了。

④
サイン等の
案内誘導

入居するテナントへ、館内案内、エレ
ベーター及び多目的トイレの設置位置
は、サインやモニター等の視覚情報に
より適切に案内することを検討するよう
働きかける。

●

入居するテナントにより、オープン
（令和2年夏予定）に向け、館内案
内、エレベーター及び多目的トイレの
設置位置について、サインやモニ
ター等の視覚情報により適切に案内
を計画中。

完了 完了
トイレへ迷いなく向かえるよう、効果的な配置
と、内照サインにてサインの掲示完了。

⑤
サイン等の
案内誘導

入居するテナントへ、ウェブアクセシビ
リティに配慮したホームページでのバリ
アフリー情報や施設利用案内（アクセ
スやチケット購入方法等）の提供を働き
かける。

●

入居するテナントにより、オープン
（令和2年夏予定）に向け、ホーム
ページでの施設利用案内（アクセス
やチケット購入方法等）の整備を計
画中。

完了 完了

劇場HPにて、アクセスや建物EVの案内や、
チケット購入についての手順について手順通
りにステップを踏むことで購入できるよう整備
を完了。

⑥
聴覚障害者等
対応

入居するテナントへ、人的対応を行う
窓口などに筆談ボードの設置を推進
し、筆談が可能な旨を掲示等で対応を
するよう働きかける。

●

入居するテナントにより、オープン
（令和2年夏予定）に向け、人的対応
を行う窓口などに筆談ボードを用意
するようすすめている。

完了 完了
有人レジカウンターに筆談ボードを設置済
み。

⑦
聴覚障害者等
対応

入居するテナントへ、映画上映スケ
ジュール等をモニターで案内し、円滑
に安心して利用できるよう働きかける。

●

入居するテナントにより、オープン
（令和2年夏予定）に向け、映画上映
スケジュール、開場案内等をモニ
ターで案内できるようプランニングを
すすめている。

完了 完了
外部、ロビーにおいて映画のスケジュールの
案内や、開場が視覚的に認識できるよう整
備を完了。

⑧ 垂直移動設備

入居するテナントへ、利用頻度の高い
エレベーターホールは、その周辺の照
度とのバランスに配慮した適切な明る
さを確保するよう働きかける。

●

入居するテナントにより、オープン
（令和2年夏予定）に向け、適切な照
度に配慮するようプランニングをすす
めている。

完了 完了
ロビー、廊下については安心感を与える照度
設定をし、照明配置が完了。

⑨ 垂直移動設備

多様な利用者に配慮したエレベーター
を設置する。（車椅子使用者用ボタン、
緊急時におけるモニターによる警報表
示等）

●
多様な利用者に配慮したエレベー
ターを設置する。

完了 完了
ロビー階からシアター階への動線において垂
直移動が必要な動線についてはEVを配置し
移動できるよう整備を完了。

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

66

対象施設 Hareza池袋（オフィス棟シネマコンプレックス） 東京建物（株）
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短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

⑩ トイレ

客席数に適した個数のトイレの設置、
ロビー階ごとの多目的トイレの設置、一
般トイレ内の便房への手すりの設置を
するよう入居するテナントへ働きかけ
る。

●
入居するテナントにより、適正なトイ
レ個数と、各階に多目的トイレの設
置をプランしている。

完了 完了
興行場に基づいたトイレ個数の設置をすると
ともに、各階に多目的トイレのは配置を整備
完了。

⑪ 駐輪・障害物
公開空地に駐輪されないよう、対策や
利用者への啓発を行う。

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施 警備巡回による声かけ実施。

⑫ 非常時対応
緊急時避難について、建物全体として
の訓練を実施し、円滑な避難ができる
体制づくりを推進する。

●
オープンにむけて、円滑な避難誘導
ができるようスタッフ研修および訓練
を実施するよう計画する。

継続実施 継続実施 定期的な避難訓練等を実施。

⑬
人的対応・心の
バリアフリー

入居するテナントへ、お困りの方々の
状況に応じた、サポート対応ができる
施設運営体制づくりをめざすよう働き
かける。

●

アルバイトスタッフと劇場社員との連
携が常時とれるようにし、お困りの方
に対しても責任のある立場の者が対
応できる体制をつくる。

継続実施 継続実施
営業時間中は、劇場社員（時間帯責任者）が
常時1名以上常駐し、売り場スタッフと無線で
即時連絡がとれる体制を整えている。

⑭ その他
入居するテナントへ、障がい者の方に
は鑑賞料金の割引制度を設け、利用し
やすさに配慮するよう働きかける。

●
既に他劇場でも実施している鑑賞料
金の割引制度を適用し実施する。

継続実施 継続実施
インターネット及び劇場で割引適用できるよ
うシステムの整備完了。障害者割引制度を
適用は継続して実施とする。

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

①だれでもトイレ ③誘導ブロック ④トイレサイン設置 ⑤ホームページ

⑥筆談ボード ⑦開場案内 ⑧照明配置 ⑨EV設置 ⑩トイレ設置
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１９）ライズシティ池袋 短期 2年以内（2023年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

将来の改修時に合わせ、移動等円滑
化の考え方に基づき、誘導ブロックの
仕様等の見直しを検討する。

●
移動等円滑化の考え方に基づいた
既設誘導ブロックの仕様の見直しを
検討する。

未着手 未着手 ※課題：末尾「実施に際し配慮すべき事項」

②
サイン等の
案内誘導

エレベーターへの案内について、移動
等円滑化の考え方に基づき、関係者と
連携してサイン等の案内誘導の改善
策を検討する。

●
ガイドラインに基づき、エレベータへ
の誘導・案内や利用時間等のサイン
の改善・新設を検討する。

実施中 実施中

※課題：末尾「実施に際し配慮すべき事項」
当施設指定のサイン業者と設置場所や図案
等について検討する。また、設置（施工）の可
否等について施工会社等と検討する。

③ 垂直移動設備
将来の改修時に合わせ、エレベーター
の機能の拡充について検討する。
※身障者対応エレベーター導入済み

●
将来の改修時に、移動等円滑化の
考えに基づいた仕様機種を検討す
る。

未着手 未着手 ※課題：末尾「実施に際し配慮すべき事項」

④ 垂直移動設備
地上から東池袋駅エレベーターまでの
動線について、手すりの位置等、利用
環境の改善策を検討する。

●
地上⇔東池袋駅改札階までの階段・
スロープの手すり等に、点字による
行先案内表示の充実を検討する。

未着手 未着手 ※課題：末尾「実施に際し配慮すべき事項」

⑤ 通路
関係者との連携により、弱視者等にも
配慮した地下通路の照明設備の適切
な運用を検討する。

●
間引き点灯させている地下通路を、
LED化し、全灯点灯の実施を検討す
る。

完了 完了
通路LED化に関しては完了しているが、電気
料金の値上げの影響により、節電のため、
間引き点灯を継続中。

基本構想
ページ

67

対象施設 ライズシティ池袋 ライズシティ池袋全体管理組合

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法 住宅（個人）を含めた区分所有者からの管理費・修繕積立金により必要資金を調達

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

ライズシティ池袋は区分所有建物のため、特定事業の実施には管理組合総会の承認が必要となる。
※実施に必要な資金調達（管理費・修繕積立金の増額等）を含む。
管理組合の組合員は、住宅等の個人所有者が大多数を占めるため、特定事業の推進合意形成には時間を要す。

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況
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Ⅵ．建築物特定事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

２０）アウルタワー 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

①
視覚障害者
誘導用ブロック

将来の改修時に合わせ、移動等円滑
化の考え方に基づき、誘導ブロックの
仕様の見直しを検討する。
（地下及び地上の生活関連経路）

● 特定事業のとおり 未着手 未着手 課題：末尾「実施に際し配慮すべき事項」

特定事業の実施に必要な資金の額及び調達方法

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

アウルタワーは区分所有建物のため、特定事業の実施には管理組合総会の承認等の手続きが必要となる。

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

67

対象施設 アウルタワー アウルタワー全体管理組合
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Ⅶ．その他の事業 基本構想の実施時期凡例 特定事業計画の具体的な実施期間凡例

１）ビックリガード上空デッキ 短期 2年以内（2020年度まで）に実施する 予定実施期間

中期 5年以内に実施する 継続的に実施するもの（期間全体を塗りつぶす）

長期

継続 時期を問わず、事業期間を通して継続的に取り組む

事業主体

短期 中期 長期 継続 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10～

① 全体

池袋駅東西連絡通路（南デッキ）とダイ
ヤゲートとを結び、池袋駅東西移動の
バリアフリー化を実現するため、ビック
リガード上空デッキの整備を行う。整備
にあたっては、建築物移動等円滑化基
準に適合させる。

● 特定事業のとおり 完了 完了

② 全体

必要に応じ、整備完了後に協議会（住
民部会含む）等による現地確認等を行
い、必要な改善方策を可能な限り検討
する。

● ● 特定事業のとおり 未着手 未着手
東西デッキが接続されてからの取組みとなる
ため、実施期間を長期としたい。

③
サイン等の
案内誘導

関係者との連携により、近くの歩道等
からわかりやすいエレベーターへの案
内誘導を検討する。

● 特定事業のとおり 未着手 未着手
東西デッキが接続されてからの取組みとなる
ため、実施期間を長期としたい。

④ 垂直移動設備
多様な利用者に配慮したエレベーター
を設置する。（カメラ及びガラス窓の設
置等）

●
池袋駅方東側に13人乗りエレべー
ター1台を令和元年度末に設置す
る。

完了 完了

⑤ 垂直移動設備
障害者やベビーカー利用者などが優
先利用できるよう、利用ルール・マナー
について周知・啓発を図る。

● 特定事業のとおり 継続実施 継続実施

その他、実施に際し配慮すべき事項、特定事業以外に実施する事項、参考写真等

特記事項
（実施に向けた課題・現在の状況・変更点等）No 項目 特定事業

基本構想で定めた実施時期 事業の具体的な内容
（場所・規模・数量・方法等）

具体的な実施期間

基本構想（H31.4）で定めた事項（変更不可） 特定事業計画
R6年度末
実施状況

R5年度末
実施状況

関係者との協議・調整により、十分な事業内容の検討が必要
機会をみて整備を検討する

実施時期未定
（進捗管理の中で、実施時期が定まった段階で設定する）

基本構想
ページ

68

対象施設 ビックリガード上空デッキ 西武鉄道（株）
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